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流通時間は，実機での燃焼時間を考慮して 2000 sec（500 sec×安全率 4）とした．圧力について
は，エタノールの臨界圧力（6.14 MPa）以上となるよう，7 MPaに設定した． 
供試体には，実機での使用が想定されている銅合金（SMC）を用いた．供試体である SMC部
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エタノールの臨界圧力は 6.13 MPaであるため，超臨界のエタノールの流通試験が実施可能である． 
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- sec MPa g/sec K K 
BESC_S001 
2000 7 5 
900 440 
BESC_S002 900 550 
BESC_S003 750 440 




実験結果を図 2に示す．エタノールの臨界温度は 513.9 K，臨界圧力は 6.14 MPaであるため，




図 2 実験結果（温度・圧力） 
 













図 4 分析結果（概観，EPMA定性分析） 
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実験結果を図 2に示す．エタノールの臨界温度は 513.9 K，臨界圧力は 6.14 MPaであるため，




図 2 実験結果（温度・圧力） 
 
図 3 実験結果（質量流量） 
 
４－２．サルファアタック・コーキング実験 
実験後供試体の分析結果（BESC_S002）を図 4・5に示す．硫黄・炭素の検出量は微量であった．
また，供試体下流に設置したフィルタにて捕捉物は確認されておらず，剥離は生じなかった．他
の実験結果についても，同様に硫黄・炭素の検出量は微量であった． 
以上より，エンジン使用回数が１回のみの場合，再生冷却溝内のサルファアタック・コーキン
グの影響は無視できる程度であると考えられる．今後は再使用型機に適用し，繰り返し使用する
場合について検討を実施する必要がある． 
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